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わたしと手紙　野村克也さん

郵便局のあるまちをたずねて　兵庫県相生市、奈良県川上村、五條市、大淀町

局長さんご推薦!

お取り寄せの逸品　全国産品プレゼント（京都府・兵庫県・大阪府・奈良県・和歌山県）

座右宝　より素敵に生きるために　涌井 雅之さん　

切手で訪ねるふるさとの旅

川柳「二匹目のどぜう」

読者のみなさんから/コラム「龍の鱗」

バンコク雑記帳/読者プレゼント

vol.23 Sep. 2013

表紙:竹田城跡（兵庫県朝来市）
裏表紙:姫路城（兵庫県姫路市）

雲海に包まれた、神秘の山城。

里山暮らしが体感できる古民家の宿。

自然と街、新しきと伝統が溶け合う兵庫の旅。

温泉、芝居小屋、スイーツまで、名所をぐるりとめぐりました。
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 山上の城跡から見晴らす歴史の面影　兵庫



往
時
の
威
風
を
た
た
え
て

古城山の山頂にある竹田城跡。JR
竹田駅の裏手から急斜を登るほか、
中腹駐車場から山門をくぐり城跡へ
上るゆるやかなハイキングコースも

撮影／吉田利栄

城
壁
は
自
然
石
を
そ
の
形
の
ま
ま
積

み
上
げ
た
穴
太（
あ
の
う
）積
み
。水

は
け
が
よ
く
堅
固
で
、姫
路
城
も
同

じ
構
築
法
が
見
ら
れ
る

天空の白鷺８階からの展望（大天
守の大屋根）（上）と、五重屋根の
目地漆喰塗りをする職人さん（下
右）
素屋根で覆われた大天守（解体完
了は平成27年3月）。城郭建築の
醍醐味を味わえる修理見学期間
は平成26年1月15日まで（下左）

平
成
の
大
修
理

姫
路
城

　

姫
路
城
は
現
在
、平
成
の
大
修
理
の
真
っ
最
中
。天
守
の
間

近
に
行
き
、城
郭
建
築
の
構
造
と
修
理
の
様
子
を
見
学
で
き

る
施
設「
天
空
の
白
鷺
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

竹
田
城

　

標
高
3
5
3
m
、但
馬
の
山
々
と
清

流・円
山
川
が
織
り
な
す
大
パ
ノ
ラ
マ
。

東
西
約
1
0
0
m
、南
北
約
4
0
0
m

に
臥
す
城
跡
が
往
時
の
威
風
を
物
語

る
竹
田
城
。桜
、新
緑
、雪
景
色
と
季
節

の
移
ろ
い
で
表
情
を
変
え
、秋
に
な
れ

ば
、円
山
川
か
ら
立
ち
上
る
霧
に
よ
っ

て
雲
海
が
広
が
り
、城
跡
と
町
の
空
を

分
か
ち
ま
す
。そ
の
様
は「
天
空
の
城
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

嘉
吉
３
年（
1
4
4
3
）、但
馬
の
守

護
大
名・山
名
宗
全
が
築
い
た
竹
田
城

は
、天
平
年
間
、豊
臣
秀
吉
の
二
度
に
わ

た
る
但
馬
攻
め
で
落
城
。現
存
の
遺
構

は
、秀
吉
の
命
に
よ
り
普
請
さ
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。石
垣
に
見
る
、縄

張
り
の
美
し
さ
も
全
国
屈
指
の
も
の
で

す
。と

こ
ろ
／�

兵
庫
県
朝
来
市
和
田
山
町
竹
田

交
通
／�

J
R
播
但
線
「
竹
田
駅
」
よ
り
登
山
道
で
徒
歩
約
30
分
、

車
で
中
腹
駐
車
場
ま
で
約
10
分
。播
但
連
絡
有
料
道
路

「
和
田
山
I
C
」
～
加
都
交
差
点
右
折
～
中
腹
駐
車
場
へ

ところ／兵庫県姫路市本町68番地
電話／ �079-287-2013（姫路城大天守修理見学施設

「天空の白鷺」運営事務所）
交通／ �JRまたは山陽電鉄「姫路駅」より北へ徒歩約15

分、または神姫バスで「姫路城・大手門前」まで約
5分
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席からは坪庭や出石の街並み
を眺められる。地域ゆかりの
工芸品やアート作品も風情を
添えている

舞台には出石城二の丸の廃
材がふんだんに使われてい
る。天井の竹格子は開館当
時のまま

現在、歌舞伎、落語会、コン
サートなど、さまざまな催
しに使われている永楽館。
写真は琴演奏の一幕

廻
り
舞
台
の
機
構
を
残

す
奈
落
。大
き
な
水
車
の

軸
棒
を
用
い
て
床
を
支

え
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
薬
味
と

と
も
に
楽
し
む
皿
そ

ば
。一
人
前
の
目
安
は

女
性
５
～
10
、男
性
10

～
15
皿
。一
皿
単
位
で

注
文
で
き
る

懐かしの岡持ちで
皿そばを運ぶ店主
の渋谷朋矢さん

と
こ
ろ
／
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
小
人
14
ー
16

電
話
／
０
７
９
６
ー
５
２
ー
２
１
８
５

営
業
時
間
／
11
：
00
～
18
：
00
、水
曜
休

料
金
／�

皿
そ
ば
１
５
０
円
、薬
味（
卵
・
山
芋
付
き
）１
５
０
円

交
通
／�

J
R
山
陰
本
線「
豊
岡
駅
」「
江
原
駅
」「
八
鹿
駅
」よ
り

出
石
行
き
バ
ス
で
約
20
分

　
　
　

http://w
w
w
.jinbe.com

/

と
こ
ろ
／
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
柳
17
ー
２

電
話
／
０
７
９
６
ー
５
２
ー
５
３
０
０

営
業
時
間
／�

９
：
30
～
17
：
00（
入
館
は
16
：
30
ま
で
）。木

曜
、12
／
31
、１
／
１
休

交
通
／�

J
R
山
陰
本
線「
豊
岡
駅
」「
江
原
駅
」「
八
鹿
駅
」よ

り
出
石
行
き
バ
ス
で
約
30
分

料
金
／�

大
人
３
０
０
円
、学
生
２
０
０
円
、中
・
小
学
生
以
下

無
料
。団
体
割
引
あ
り

　
　
　

http://w
w
w
.izushi-tm

o.com
/eirakukan/

城
下
町「
出
石
」

　

秀
吉
ら
の
但
馬
征
伐
の
後
、江
戸
時
代
に
は
仙

石
氏
を
中
心
と
し
た
城
下
町「
出
石
」が
発
展
し
ま

す
。城
は
山
頂
よ
り
山
裾
に
移
さ
れ
、出
石
城
と
名

が
つ
き
ま
し
た
。や
が
て
出
石
焼
を
は
じ
め
と
す

る
伝
統
工
芸
が
生
ま
れ
、特
産
で
あ
る
皿
そ
ば
な

ど
の
文
化
が
繁
華
を
極
め
ま
す
。当
時
の
区
画
を

思
わ
せ
る
整
然
と
し
た
街
路
が
美
し
く
、人
々
は

往
時
の
文
化
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

但馬文化の歴史薫る  出石

さ
ら
そ
ば

甚
兵
衛

　
二
種
の
製
粉
を
か
け
合
わ
せ
、香
り
と
の
ど

ご
し
の
ど
ち
ら
も
追
求
し
た
二
八
そ
ば
。創
業

時
か
ら
受
け
継
ぐ
か
え
し
が
、ま
ろ
や
か
な
ダ

シ
の
風
味
を
引
き
締
め
、そ
ば
の
旨
さ
を
際
立

て
ま
す
。そ
ば
の
皿
に

直
接
ダ
シ
を
か
け
、山

芋
や
卵
な
ど
薬
味
を

変
え
な
が
ら
食
べ
る
の

が
ご
当
地
流
。温
か
な

地
の
言
葉
で
も
て
な
さ
れ
、心
ほ
ど
け
て
つ
る

つ
る
と
そ
ば
を
流
し
込
む
。名
入
り
絵
馬
と
絵

皿
は
、17
皿
以
上
食
べ
た〝
通
〟の
証
。

永
楽
館

　
明
治
34
年
よ
り
歌
舞
伎
、寄
席
、

活
動
写
真
な
ど
が
興
行
さ
れ
、但

馬
の
大
衆
文
化
の
中
心
と
な
っ
た

永
楽
館
。廻
り
舞
台
、奈
落
、花
道
、

す
っ
ぽ
ん
と
い
っ
た
貴
重
な
舞
台

機
構
が
残
る
、現
存
す
る
近
畿
最

古
の
芝
居
小
屋
で
す
。

　
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
り
、昭
和

39
年
に
閉
館
。そ
の
後
44
年
間
は

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。や
が
て
町
の
人
々
か
ら

永
楽
館
の
保
存
を
願
う
声
が
上
が

り
、大
規
模
な
修
復
工
事
を
経
て

平
成
20
年
に
再
生
。芝
居
小
屋
と

し
て
の
隆
盛
を
極
め
た
大
正
11
年

ご
ろ
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
の
が
現

在
の
姿
で
す
。
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夕
食
は
集
落
内
の
そ
ば
処
や
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
。「
ろ
あ
ん
松
田
」で
は
、盛
り・あ
ら
び
き・

お
ろ
し
で
食
べ
る
3
種
の
そ
ば
と
、近
郊
で
と
れ

る
野
菜
を
使
っ
た
和
食
を
コ
ー
ス
仕
立
て
に
し
た

「
蕎
麦
ひ
と
そ
ろ
え
」を
。澄
ん
だ
空
気
の
中
、香
り

高
い
そ
ば
を
五
感
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

丹
波
篠
山
の
宿

集
落
丸
山

　

里
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
集
落
。わ

ず
か
５
世
帯
が
暮
ら
す
そ
の
村
に
、二

棟
の
宿
が
あ
り
ま
す
。築
1
5
0
年
を

越
す
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。時

を
経
た
入
母
屋
造
の
重
厚
さ
を
そ
の
ま

ま
に
、ア
ン
テ
ィ
ー
ク
が
セ
ン
ス
良
く

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
加
わ
る

の
は
、じ
ん
わ
り
と
心
温
ま
る
も
て
な

し
。部
屋
を
整
え
、朝
食
の
準
備
を
し
て

く
れ
る
の
は
村
の
人
々
で
す
。

ところ／�兵庫県篠山市丸山30番地（NPO集落丸山）
電話／ 079ー552ー5770
営業時間/火曜休
料金／ �1棟1泊、2食付きで1人23,000円～。最大5名利用可
交通／ �JR福知山線「篠山口」駅下車、車で北東へ9㎞。または、舞鶴若狭自動車道

「丹南篠山口IC」から北東へ8㎞
　　　http://maruyama-v.jp/

江戸時代の造りを生かし、こ
ざっぱりと整えられた、懐かし
くも新鮮な和の空間

秋季（9 ／ 1 ～ 10 ／ 31）
限定のバウムクーヘンは、
「秋色マロン」。熊本県産の
和栗をたっぷり練り込み、
しっとり焼き上げられてい
る。税込み1,575円

豊かな緑をたたえた敷地。
よい香りにつられ、童心に
返ってショップをめぐる

村の人々が準備してくれる朝食。土鍋ご
飯に、そば処「ろあん松田」のおばんざ
い、集落で作ったみそや豆腐を使った料
理がずらり

「
心
の
ま
ま
に
ゆ
っ
た

り
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
、女
将
の
佐
古
田
純

子
さ
ん

と
こ
ろ
／�

兵
庫
県
三
田
市
ゆ
り
の
き
台
5
ー
32
ー
1

電
話
／
0
7
9
ー
5
6
4
ー
3
1
9
2

営
業
時
間
／�

10
：
00
～
18
：
00
、水
曜
休（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

交
通
／�

J
R
新
三
田
駅
か
ら
神
姫
バ
ス「
ゆ
り
の
き
台
郵
便
局

前
」下
車
す
ぐ

　
　
　

http://w
w
w
.es-koyam

a.com
/

と
こ
ろ
／
兵
庫
県
篠
山
市
丸
山
１
５
４
番
地

電
話
／
０
７
９
ー
５
５
２
ー
７
７
５
５

営
業
時
間
／�

昼
食
11
：
30
～
14
：
00
、夕
食
18
：
00
～
（
完

全
予
約
制
）。火
曜
休

料
金
／�

そ
ば
ひ
と
そ
ろ
え�

昼
食
６
、０
０
０
円
、夕
食
９
、

０
０
０
円

定
番
の
小
山
チ
ー
ズ
。き
め
細
や

か
な
ス
フ
レ
生
地
の
中
に
、デ

ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
の
風
味
が
ほ
の

か
に
残
る
。１
箱
８
個
入
、税
込

み
１
，２
６
０
円

ろあん松田

フランスの権威あるコンクールで２年連続最高位を獲得したショコラのア
ソート、「C.C.C.デギュスタシオン2011、2012」。税込み各1,500円

５
つ
の
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
が
点
在

穏やかで豊かなとき

パ
テ
ィ
シ
エ

エ
ス
コ
ヤ
マ

　

緑
が
あ
ふ
れ
る
敷
地
内
に
は
ケ
ー
キ

や
焼
き
菓
子
、シ
ョ
コ
ラ
、パ
ン
な
ど
５

ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ョ
ッ
プ
が
点
在
し
て
い

ま
す
。食
材
や
自
然
に
思
い
を
は
せ
、さ

ま
ざ
ま
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ス
イ
ー
ツ
に

込
め
て
創
造
さ
れ
た
商
品
は
8
0
0
種

以
上
。ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
な
ど
、エ
ス
コ
ヤ
マ
の
代
名
詞
で
あ

る
ス
イ
ー
ツ
は
、ベ
ー
シ
ッ
ク
な
が
ら

飽
き
の
こ
な
い
味
わ
い
深
さ
で
す
。
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ところ／兵庫県神戸市北区有馬町958
電話／ 078ー904ー0554
営業時間／�予約受付8：00 ～ 22：00、ランチ12：00 ～ 12：30（LO）、ディナー 17：30 ～

19：00（LO）、予約制
料金／ 2名1室利用時、1泊2食付き1名38,950円～（税・サービス料・入湯税込み）
交通／�神戸電鉄「有馬温泉駅」より徒歩約10分（送迎有／要連絡）。阪神高速「西宮山口南

IC」、「有馬口IC」より車で約10分
　　　http://goshobessho.com/

由緒ある温泉地で、旅の記憶を刻む

川沿いに建つ2階建てのメゾ
ネット。緑深く、マイナスイ
オンに包まれた空間

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
石
畳
を
抜
け
る
と
あ
る
、離
れ
の
サ
ー

マ
ル
・
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
。全
10
室
、１
０
０
㎡
の
広
々

と
し
た
空
間
。全
室
に
完
備
さ
れ
た「
サ
ー
マ
ル
ル
ー
ム
」

は
、体
温
と
同
じ
37
度
を
保
ち
、リ
ラ
ッ
ク
ス
、免
疫
力

ア
ッ
プ
に
効
果
的

夕食は、季節の素材を生かしたフ
レンチのコース。この日のメイン
料理は、キノコと豚足とトリュフ
が香るウズラのファルシー。ブル
ゴーニュのワインと合わせて

淡路産由良の鮑、ウニ、アジ
と近郊の魚介のサラダ仕立
て。トウモロコシのアイスク
リームなど、野菜の甘みを生
かしたトッピングも

大
き
な
窓
か
ら
四
季
折
々
の

景
色
を
望
む
レ
ス
ト
ラ
ン
の

カ
ウ
ン
タ
ー
。秋
は
紅
葉
の

大
パ
ノ
ラ
マ
に
。レ
ス
ト
ラ

ン
の
み
の
日
帰
り
利
用
も
可

有馬の金泉。江戸時代の造り
をイメージした温泉棟

重厚で落ちついた雰囲気の
客室。写真はVILLAタイプ

有
馬
山
叢

御ご

し

ょ

べ

っ

し

ょ

所
別
墅

　
秀
吉
も
度
々
訪
れ
た
、歴
史
と

風
格
を
も
つ
有
馬
温
泉
。静
け
さ

に
包
ま
れ
た
奥
地
に
あ
る
、全
室

ス
イ
ー
ト
の
離
れ
の
宿
。艶
や
か

な
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
、や
さ
し
い
光

を
落
と
す
灯
り
。洗
練
さ
れ
た
職

人
も
の
の
家
具
が
ゆ
っ
た
り
と
配

置
さ
れ
、贅
沢
さ
と
や
す
ら
ぎ
を

凝
縮
し
た
空
間
。周
囲
の
山
々
を

借
景
に
し
た
美
し
い
宿
の
佇
ま
い

に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

日暮れとともに、灯りをとも
すアプローチ。手入れが行き
届いた庭は、時刻によって繊
細に表情を変える

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

務
め
る
綿
貫
宏
介
氏
に

よ
る
看
板
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